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最終頁に続く

(54)【発明の名称】トリプシン様酵素ＤＥＳＣ１およびその利用法

(57)【要約】        （修正有）

【課題】  活性を有する真の構造の活性型ＤＥＳＣ１蛋

白質の取得する。また、それによる粘液産生亢進作用、

ＥＧＦＲ経路活性化作用、サイトカイン産生亢進などに

よる炎症亢進作用、細胞内カルシウム流入惹起作用、Ｐ

ＡＲ活性化作用、プラスミノーゲンアクティベーター活

性化作用を阻害する薬剤をスクリーニングする方法およ

びその活性を検出するための評価系を構築する。

【解決手段】  特定なアミノ酸配列で示されるプロペプ

チド部分がトリプシン様蛋白質部分とジスルフィド結合

を介して結合する構造を有したＤＥＳＣ１、ならびに該

構造を有する酵素の粘液産生亢進作用、ＰＡＲ活性化作

用、細胞内カルシウム流入惹起作用、ＩＬ－８産生増強

作用あるいは細胞増殖促進作用を指標とした阻害剤ある

いは阻害ポリペプチドのスクリーニング系、該構造を有

する酵素と結合する抗体等。
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秋田県秋田市卸町3丁目4番2号

(71)出願人 502020951

杉山 俊博

秋田県秋田市御所野元町6丁目8-1

(74)代理人 100110537

【弁理士】 熊谷 繁

(74)代理人 100060427

【弁理士】 藤盛 道夫

(72)発明者 杉山 俊博

秋田県秋田市御所野元町6丁目8-1

(72)発明者 増田 豊

秋田県秋田市金足小泉字潟向103-5

最終頁に続く

(54)【発明の名称】向精神作用を有するヒトベータ－フィブリノーゲン由来ペプチド断片を含むうつ病治療薬並びに診

断薬

(57 )【 要 約 】

【 課 題 】 本 発 明 は 、 う つ 病 治 療 薬 及 び そ の 診 断 薬 と し て ヒ ト ベ ー タ － フ ィ ブ リ ノ ー ゲ ン 由

来 ペ プ チ ド 断 片 及 び そ の 合 成 ペ プ チ ド を 提 供 す る こ と で あ る 。

【 解 決 手 段 】 一 群 ５ 匹 、 ７ グ ル ー プ の マ ウ ス に ペ プ チ ド Ｇ を ５ ｍ ｇ ／ ｋ ｇ の 量 で 腹 膜 内 に

注 射 し た 。 投 与 １ ０ 分 後 、 各 グ ル ー プ の マ ウ ス に 、 水 で 溶 解 し た １ ０ ０ 、 １ ０ お よ び １ μ

ｇ ／ ｋ ｇ の ド ー パ ミ ン １ 拮 抗 剤 Ｓ Ｃ Ｈ － ２ ３ ３ ９ ０ ま た は ド ー パ ミ ン ２ 拮 抗 剤 ｓ ｕ ｌ ｐ ｉ

ｒ ｉ ｄ ｅ （ シ グ マ 社 、 セ ン ト ル イ ス Ｍ Ｏ 、 米 国 ） あ る い は １ ０ ０ μ ｌ の 生 理 食 塩 水 （ Ｐ Ｓ

） を 注 射 し た 。

２ 回 目 の 注 射 ３ ０ 分 後 、 マ ウ ス の 「 よ じ 登 り 行 動 」 の 継 続 時 間 を 測 定 し た 。

「 よ じ 登 り 行 動 」 に 対 す る 効 果 が あ っ た の は ボ ラ ン テ ィ ア か ら 採 取 し た 血 清 （ ５ ０ － １ ０

０ ｍ Ｍ 　 Ｎ ａ Ｃ ｌ で 溶 出 し 、 分 子 量 １ ０ － ３ ｋ Ｄ ａ ） で あ っ た 。 し か し 、 ボ ラ ン テ ィ ア の

血 清 か ら 得 ら れ た 他 の 分 画 や 患 者 血 清 の い か な る 分 画 に も 効 果 が 見 ら れ な か っ た 。

【 選 択 図 】 　 な し



(19)日本国特許庁(JP) (12)公開特許公報(A) (11)特許出願公開番号

 特開2004-155776

(43)公開日  平成16年6月3日(2004.6.3)

(51)Int.Cl.
7

識別記号   FI   ﾃｰﾏｺｰﾄﾞ(参考)
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(71)出願人 801000061
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最終頁に続く

(54)【発明の名称】制癌剤

(57 )【 要 約 】

【 課 題 】   本 発 明 は 、 悪 性 腫 瘍 、 特 に 卵 巣 癌 の 治 療 に 有 効 な 制 癌 剤 を 提 供 す る 。

【 解 決 手 段 】   ジ フ テ リ ア 毒 素 の 変 異 体 で あ っ て Ｈ Ｂ － Ｅ Ｇ Ｆ と Ｅ Ｇ Ｆ レ セ プ タ ー と の 結

合 を 阻 害 す る 活 性 を 有 し か つ ジ フ テ リ ア 毒 素 の 毒 性 を 実 質 的 に 有 さ な い タ ン パ ク 質 、 或 い

は 、 ジ フ テ リ ア 毒 素 の 一 部 か ら な り 該 ジ フ テ リ ア 毒 素 の レ セ プ タ ー 結 合 ド メ イ ン を 少 な く

と も 含 む タ ン パ ク 質 又 は 該 タ ン パ ク 質 を 含 む 複 合 タ ン パ ク 質 等 で あ っ て Ｈ Ｂ － Ｅ Ｇ Ｆ の Ｅ

Ｇ Ｆ レ セ プ タ ー へ の 結 合 を 阻 害 す る 活 性 を 有 し か つ ジ フ テ リ ア 毒 素 の 毒 性 を 実 質 的 に 有 さ

な い タ ン パ ク 質 を 、 有 効 成 分 と し て 含 む こ と を 特 徴 と す る 制 癌 剤 で あ る 。

【 選 択 図 】         な し
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(21)国際出願番号  JP2001008168

(22)国際出願日  平成13年9月20日(2001.9.20)

(31)優先権主張番号 2000288291

(33)優先権主張国  JP
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(71)出願人 800000024

北海道ティー・エル・オー株式会社
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【弁理士】 中村 稔
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(74)代理人 100082005

【弁理士】 熊倉 禎男

(74)代理人 100065189

【弁理士】 宍戸 嘉一

(74)代理人 100074228

【弁理士】 今城 俊夫

(74)代理人 100084009

最終頁に続く

(54)【発明の名称】正常ヒト成熟肝細胞用培養液

(57 )【 要 約 】

本 発 明 は 、 正 常 な ヒ ト 成 熟 肝 細 胞 用 の 培 養 液 に 関 す る 。

本 発 明 の 目 的 は ヒ ト の 正 常 な 成 熟 肝 細 胞 を そ の 機 能 を 維 持 し た ま ま 増 殖 お よ び 維 持 す る た

め の 培 養 液 を 提 供 す る こ と 、 お よ び 、 そ の 培 養 液 の 正 常 ヒ ト 成 熟 肝 細 胞 の 培 養 へ の 使 用 で

あ る 。 本 発 明 の 培 養 液 は 、 ヒ ト 血 清 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 。 特 に 、 本 発 明 の 培 養 液 は 、

必 須 ア ミ ノ 酸 、 ヒ ス チ ジ ン 、 ア ル ギ ニ ン ま た は オ ル ニ チ ン 、 グ リ シ ン 、 プ ロ リ ン 、 グ ル タ

ミ ン 、 シ ス テ イ ン 、 セ リ ン 、 ヒ ト 血 清 、 ニ コ チ ン ア ミ ド 、 増 殖 因 子 、 イ ン シ ュ リ ン 、 副 腎

皮 質 ホ ル モ ン を 含 む こ と を 特 徴 と す る 。
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識別記号   FI   ﾃｰﾏｺｰﾄﾞ(参考)

C12N  1/00         C12N  1/00        F 4B065

      5/06               5/00        E

審査請求 未請求 予備審査請求 有 (全21頁)

(21)出願番号 特願2001-548660(P2001-548660)

(86)(22)出願日 平成12年12月27日(2000.12.27)

(85)翻訳文提出日 平成14年6月26日(2002.6.26)

(86)国際出願番号 PCT/NL00/00958

(87)国際公開番号 WO01/048147

(87)国際公開日 平成13年7月5日(2001.7.5)

(31)優先権主張番号99204569.0

(32)優先日 平成11年12月28日(1999.12.28)

(33)優先権主張国 欧州特許庁(EP)

(71)出願人 イソティス  エヌ.ブイ.

オランダ国,3723  エムビー  ビルトー
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(72)発明者 デ  ブルイン,ヨースト,ディック
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スフールト,パスツールストラート  16

(72)発明者 ティベ,ゲルハルダス,ヨハネス,マリア

オランダ国,3815  ジーエム  アメルス

フールト,ウィークスラヒ  355

(74)代理人 弁理士 松井  光夫

最終頁に続く

(54)【発明の名称】成長因子及びＬ－グルタミンを含む細胞培養培地

(57)【要約】

本発明は、細胞、詳細には組織エンジニアリング骨のた

めのプロセスでのヒト細胞を培養するための培地に関す

る。培地は、グルコース、ミネラル、ビタミン、成長因

子およびＬ－グルタミンを含み、ここでＬ－グルタミン

は少なくとも３００ｍｇ／Ｌの濃度で存在する。
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